
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
国
基
準
に
上
乗
せ
し
て
き
た
県
独
自
財
源
に
よ
る
補
助
単
価
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

第
五
節
　
生
涯
学
習
体
系
の
整
備
と
社
会
教
育
の
充
実

一　

社
会
教
育
施
設
・
生
涯
学
習
施
設
の
被
災

災
害
支
援
の
拡
充
と
災
害
復

旧
事
業
に
よ
る
国
庫
補
助

県
で
は
、
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
被
害
が
広
範
囲
か
つ
甚
大

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）
年
一
月
二
十
日
、
国

あ
て
に
社
会
教
育
施
設
関
係
に
つ
い
て
、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
激
甚

災
害
法
）
の
適
用
の
ほ
か
、
県・市
町
の
復
旧
事
業
の
負
担
の
軽
減
、
事
務
の
簡
素
化
を
緊
急
要
望
事
項
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
。

次
い
で
、
一
月
二
十
五
日
に
、
国
の
現
地
対
策
本
部
を
通
じ
て
激
甚
災
害
法
に
か
か
る
補
助
率
の
引
き
上
げ
、
私
立
の
社
会
教

育
施
設
の
激
甚
災
害
法
の
適
用
の
二
点
を
要
望
し
た
。
そ
の
結
果
、
激
甚
災
害
法
の
適
用
の
ほ
か
、
県
及
び
県
内
の
八
市
七
町

が
激
甚
災
害
法
に
よ
る
特
別
の
財
政
援
助
が
受
け
ら
れ
る
特
定
地
方
公
共
団
体
の
指
定
を
受
け
た
。
ま
た
、
法
の
適
用
の
範
囲

が
新
た
に
少
年
自
然
の
家
、
婦
人
教
育
会
館
、
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
、
柔
剣
道
場
等
に
拡
充
さ
れ
た
。
激
甚
災
害
法
に
基
づ
く
地

方
公
共
団
体
へ
の
負
担
分
に
つ
い
て
も
、
従
来
学
校
の
み
と
な
っ
て
い
た
補
助
災
害
復
旧
事
業
債
の
社
会
教
育
施
設
へ
の
拡
充

が
図
ら
れ
た
。

　
県
教
育
委
員
会
（
以
下
、
県
教
委
）
の
県
内
市
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
を
対
象
と
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
社
会
教
育
施
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設
の
被
害
は
一
八
五
施
設
、
約
七
二
億
円
に
達
し
た
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
激
甚

災
害
法
に
よ
っ
て
公
立
社
会
教
育
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
金
の
対
象
と
な
っ
た

施
設
は
九
七
に
及
び
、
復
旧
の
経
費
の
三
分
の
二
に
つ
い
て
国
庫
補
助
を
受
け

た
。
国
の
災
害
対
策
と
し
て
の
平
成
六
年
度
補
正
予
算
の
編
成
を
受
け
て
以
降

の
取
組
は
、
表
104
の
と
お
り
慌
た
だ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
私
立
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
八
月
二
十
八
日
に
私
立
博
物
館
災

害
復
旧
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
が
制
定
さ
れ
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基

金
に
よ
る
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
申
請
事
務
説
明
会
が
、
窓
口
に

な
る
関
係
市
町
に
対
し
て
は
九
月
十
八
日
に
、
関
係
教
育
委
員
会
及
び
各
施

設
に
対
し
て
は
十
月
十
三
日
に
行
わ
れ
た
。
私
立
の
被
災
施
設
の
う
ち
一
七

施
設
が
そ
の
対
象
と
な
り
、
復
旧
事
業
費
の
総
額
は
一
六
億
八
三
〇
〇
万
円

で
あ
っ
た
。

社
会
教
育
施
設

の
被
害
の
状
況

市
町
立
被
災
施
設
の
被
害
は
全
壊
三
館
、
半
壊
三
館
、
一
部

損
壊
一
四
七
館
で
あ
っ
た
。
全
壊
は
、
神
戸
市
立
長
田
図
書

館
、西
宮
市
立
青
少
年
海
の
家
、一
宮
町
公
民
館
多
賀
分
館
（
津
名
郡
一
宮
町
（
現

淡
路
市
））、
半
壊
は
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
、
明
石
市
立
天
文
科
学
館
、
一
宮
町
公
民
館
（
現
淡
路
市
）
で
あ
っ
た
。
各
施
設
毎

の
被
災
館
数
と
、
比
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
一
〇
七
館
（
七
五
・
四
％
）、
図
書
館
二
五
館
（
九
二
・
六
％
）、
博
物
館
（
博
物
館
・

表 104　平成6・7年度の災害復旧費補助金申請の流れ

日　付 内　容
平成6
年度

2月16日 文部省の出席を得て、三田市民会館において説明会を開催
3月6日 計画書の提出
3月13日から
3月17日

計画書に基づき現地調査

3月20日以降 補助金の内定通知、交付申請書の提出、交付決定通知
平成7
年度

4月11日 計画書の提出
4月17日から
5月12日

現地調査

6月7日 補助金の内定通知
7月�4日 交付申請書を提出

（『阪神・淡路大震災─兵庫県の1年の記録』より作成）
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美
術
館
・
動
物
館
等
）
等
一
一
館
（
七
八
・
六
％
）、
そ
の
他
の
施
設
一
〇
館
（
七
一
・
四
％
）

で
あ
っ
た
。

　
県
立
の
施
設
は
、図
書
館
（
明
石
市
）、人
と
自
然
の
博
物
館
（
三さ

ん
田だ

市
）、歴
史
博
物
館
（
姫

路
市
）、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
（
社

や
し
ろ

町
（
現
加
東
市
））
で
、
大
き
な
被
害
が
あ
っ
た
も

の
の
閉
館
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
近
代
美
術
館
（
神
戸
市
灘
区
）
で
は
二
階
部
分
が
落
下

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
閉
館
と
な
っ
た
。
文
化
体
育
館
（
神
戸
市
長
田
区
）
で
は
ス
ポ
ー
ツ
館

が
半
壊
し
、
本
館
は
ア
リ
ー
ナ
等
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。
海
洋
体
育
館
（
芦
屋
市
）
は

艇
置
場
及
び
陸
揚
げ
ス
ロ
ー
プ
に
お
い
て
隆
起
・
陥
没
被
害
が
、
総
合
体
育
館
（
西
宮
市
）

は
駐
車
場
付
近
の
液
状
化
現
象
と
通
路
等
の
隆
起
や
亀
裂
が
、
弓
道
場
（
明
石
市
）
に
お
い

て
は
本
館
屋
根
瓦
の
損
傷
と
あ
づ
ち
（
的
を
か
け
る
た
め
の
盛
り
土
）
が
一
部
崩
壊
す
る
な
ど

の
大
き
な
被
害
を
受
け
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
復
旧
工
事
を
経
て
四
月
に
は
業
務
を
再
開
し
て
い
る
。

　
ま
た
多
く
の
社
会
教
育
施
設
も
避
難
所
と
な
っ
た
。
市
立
で
は
芦
屋
市
、
宝
塚
市
の
市
立
図
書
館
の
ほ
か
、
神
戸
市
で
は
市

立
博
物
館
や
須
磨
海
浜
水
族
園
な
ど
が
市
指
定
避
難
所
に
加
え
避
難
所
と
な
っ
た
。
施
設
職
員
は
災
害
復
旧
本
部
な
ど
へ
の
応

援
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
神
戸
市
立
博
物
館
で
は
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
四
月
一
日
ま
で
の
二
カ
月
余
り
、
職
員
の
ほ

と
ん
ど
が
物
資
運
搬
な
ど
の
援
護
作
業
に
対
応
し
、
館
に
は
わ
ず
か
四
人
が
残
る
だ
け
と
な
っ
た
。
神
戸
市
立
須
磨
海
浜
水
族

園
は
、
地
盤
沈
下
に
よ
り
取
水
ポ
ン
プ
小
屋
の
陥
没
や
送
水
配
管
類
の
寸
断
、
電
気
系
統
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
施
設
・
設
備
面

で
の
損
傷
は
あ
っ
た
が
、
建
物
本
体
に
決
定
的
な
被
害
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
長
時
間
の
停
電
に
よ
る
水
温
低
下
と
水
質
悪

写真 266　被災した県立図書館の書架
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化
に
よ
り
展
示
生
物
の
約
半
数
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
を
知
っ
た
全
国
の
二
一
の
水
族
館
か
ら
魚
の
提
供
の
申
し
出
が

あ
り
、
寄
贈
は
一
五
一
種
二
二
〇
七
点
に
も
及
び
、
以
後
の
相
互
支
援
の
契
機
と
な
っ
た
。

　
県
立
施
設
で
避
難
所
と
な
っ
た
の
は
文
化
体
育
館
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
、
淡
路
文
化
会
館
（
津
名
郡
一
宮
町
（
現
淡

路
市
））
の
三
館
で
あ
っ
た
が
そ
れ
ぞ
れ
避
難
所
に
は
指
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
文
化
体
育
館
で
は
、
周
囲
三
方
で
火
災
が

発
生
し
、
隣
接
す
る
小
学
校
に
避
難
者
が
殺
到
し
た
た
め
一
月
十
七
日
の
晩
か
ら
十
八
日
未
明
に
か
け
て
小
学
校
か
ら
約
五
〇

〇
人
を
受
け
入
れ
た
。
淡
路
文
化
会
館
で
は
、
一
月
二
十
五
日
に
宿
泊
棟
の
安
全
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
一
宮
町
役
場
に

避
難
所
と
し
て
の
使
用
を
申
し
出
て
い
る
。
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
の
災
害
対
策
本
部
か
ら
成
人
宿
泊
棟
の
避

難
所
と
し
て
の
使
用
依
頼
が
あ
り
、
宝
塚
市
、
西
宮
市
、
神
戸
市
（
東
灘
区
、
兵
庫
区
、
長
田
区
、
垂た

る
み水
区
）
か
ら
の
住
民
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
淡
路
文
化
会
館
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
は
と
も
に
宿
泊
施
設
を
持
ち
、
施
設
・
設
備
が
有
効
に
活
用

さ
れ
た
。
避
難
所
解
消
は
、
淡
路
文
化
会
館
が
四
月
二
日
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
が
六
月
三
十
日
、
文
化
体
育
館
は
十

一
月
三
十
日
で
あ
っ
た
。

被
災
直
後
─
錯

綜
す
る
業
務

県
内
各
市
町
の
社
会
教
育
課
で
は
、
災
害
救
助
活
動
や
避
難
所
運
営
に
従
事
し
つ
つ
、
管
内
の
社
会
教
育
施

設
や
文
化
財
関
係
の
被
害
状
況
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
大
き
な
被
害
の
な
か
っ
た
市
町
や
被

災
し
な
か
っ
た
市
町
の
社
会
教
育
課
で
は
、
平
常
の
勤
務
を
行
い
つ
つ
、
激
震
地
域
へ
の
支
援
活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
被
災
施
設
も
、
被
災
・
被
害
の
状
況
の
把
握
、
関
係
職
員
の
安
否
確
認
や
所
管
課
と
の
連
絡
・
情
報
提
供
等
の
対
応
が
求
め

ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
と
は
別
に
、
行
政
職
員
と
し
て
の
住
民
に
対
す
る
災
害
支
援
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
職
務
が

錯
綜
す
る
と
い
う
課
題
も
生
じ
た
。
ま
た
、
被
害
が
甚
大
な
地
域
の
施
設
で
は
、
出
勤
で
き
た
職
員
も
限
ら
れ
、
施
設
・
設
備
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の
被
災
状
況
の
確
認
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
中
、
避
難
し
て
き
た
地
域
住
民
の
対
応
や
、
地
域
住

民
か
ら
の
被
災
者
救
助
等
の
人
的
な
支
援
を
求
め
ら
れ
る
場
合
も
多
か
っ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
救
援
物
資
の
受
付
・
保
管
・
配
布
等
の
物
資
支
援
も
担
い
、
公
民
館
で
は
住
民

か
ら
の
義
援
金
の
受
付
も
行
わ
れ
た
。
県
立
淡
路
文
化
会
館
は
自
衛
隊
の
救
援
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
基
地
や
炊
き
出
し
隊
の
駐
屯
地
と
な
り
、
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
で
は
、
機
動
隊

の
受
入
れ
や
被
災
者
へ
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
社
会
教
育
施
設
は
比
較
的
堅
牢
な
施
設
で
あ
る
こ
と
と
平
素
か
ら
馴
染
み
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
指
定
避
難
所
で
は
な
く
て
も
近
隣
の
住
民
が
避
難
を
求
め
て
訪
れ
る
と
い
う
状
況
も

見
ら
れ
た
。
住
民
避
難
の
状
況
は
、
表
105
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

　
一
般
的
に
社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
公
民
館
を
除
い
て
、
避
難
所
指

定
を
受
け
て
い
る
施
設
は
少
な
く
、
避
難
所
と
な
っ
た
施
設
に
つ
い
て
も
、
結
果
的

に
後
づ
け
で
指
定
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
芦
屋
市
立
図
書
館
や
津
名
町
中
央
公

民
館
は
、
地
震
当
日
に
緊
急
的
に
指
定
が
な
さ
れ
た
。
神
戸
市
立
南
須
磨
公
民
館
は
、

職
員
が
近
隣
に
住
む
同
公
民
館
の
運
営
審
議
会
会
長
に
諮
り
、
公
民
館
独
自
の
判
断

で
避
難
所
開
設
を
決
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
地
域
の
指
定
避
難
所
を
案
内
し
た

が
、
よ
り
近
く
の
施
設
で
避
難
し
た
い
と
い
う
住
民
の
要
望
に
応
え
、
臨
時
に
避
難

所
を
開
設
し
た
施
設
も
あ
っ
た
。
ま
た
宝
塚
市
立
中
央
公
民
館
は
、
元
来
は
水
防
の

表 105　社会教育施設における避難状況

区分 施設数 当初避難
者数

ピーク時
避難者数

公民館
図書館
博物館
その他

59（41.5％）
�6（22.2％）
�1（�7.1％）
�3（21.4％）

4,621人
794人
10人
0人

8,593人
794人
195人
�14人

（『明日を見つめて─社会教育と阪神・淡路大震
災』より作成）

写真 267　�長田公民館に設けられた神奈川県緊
急医療チーム常設診療所
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避
難
所
指
定
で
あ
っ
た
。
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
は
、
近
接
す
る
指
定
避
難
所
の
香
櫨
園
小
学
校
に
二
次
被
害
の
危
険
性
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
西
宮
市
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
避
難
者
約
一
五
〇
人
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
社
会
教

育
施
設
が
、
指
定
避
難
所
を
補
完
す
る
形
で
避
難
所
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
施
設
は
、
全
国
か
ら
の
様
々
な
支
援
の
拠
点
と
な
っ
た
。
芦
屋
市
立
公
民
館
で
は

福
井
県
医
師
団
、
神
戸
市
立
長
田
公
民
館
で
は
神
奈
川
県
医
療
チ
ー
ム
が
、
神
戸
市
立
須
磨
図
書
館
で
は
神
奈
川
県
川
崎
市
・

三
浦
市
・
小
田
原
市
・
茅
ヶ
崎
市
か
ら
の
医
療
班
が
、
被
災
住
民
の
診
察
・
治
療
に
当
た
っ
た
。

　
図
書
館
、
博
物
館
、
美
術
館
等
は
、
避
難
者
の
受
入
れ
が
可
能
な
部
屋
が
乏
し
く
、
か
つ
収
蔵
物
、
展
示
物
等
の
関
係
で
、

避
難
所
と
し
て
の
運
営
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
被
災
後
の
県
教
委
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
緊
急
の
一
時
的
な
避
難
は
や
む
を
得

な
い
が
、
継
続
的
な
運
営
は
難
し
い
」
と
の
記
述
が
あ
っ
た
。

被
災
後
の
事

業
の
推
移

災
害
救
助
法
適
用
の
一
〇
市
一
〇
町
に
お
い
て

は
、
社
会
教
育
課
が
本
来
の
業
務
を
一
部
で
あ

る
に
し
て
も
再
開
す
る
の
に
約
三
週
間
を
要
し
た
。
業
務
や
事
業

が
ほ
ぼ
正
常
に
戻
っ
た
時
期
は
、
表
106
の
よ
う
に
早
い
と
こ
ろ
で

同
年
一
月
三
十
日
頃
、
一
番
遅
か
っ
た
の
が
同
年
十
一
月
一
日
頃

で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
九
市
五
町
に
お
い
て
社
会
教
育
課
が
組
織
と
し
て
災
害

対
策
本
部
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
が
、
残
り
の
一
市
五
町
も
社
会

表 106　被災市町の社会教育課における
本来業務再開の時期　　

再開時期 再開市町
平成7年 1月30日頃 東浦町・三原町
� 2月 1日頃 伊丹市
� 3月 1日頃 三木市
� 3月頃 尼崎市・洲本市
� 4月 1日頃 明石市・淡路町・津名町・

五色町・川西市・西淡町
� 4月頃 南淡町
� 5月 8日頃 一宮町
� 5月21日頃 宝塚市
� 7月 1日頃 芦屋市
� 8月 1日頃 北淡町
� 8月31日頃 西宮市
� 9月 5日頃 神戸市
� 11月 1日頃 緑町
（『明日を見つめて─社会教育と阪神・淡路大震災』

より作成）
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教
育
課
職
員
が
本
来
業
務
以
外
に
市
町
の
災
害
復
旧
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
日
数
は
平
均
で
七
六
日
、
所
属
職
員
の
約
五

八
％
が
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
平
成
六
年
度
の
事
業
計
画
の
推
進
は
困
難
を
極
め
、
九
〇
・
四
％
の
施

設
が
一
部
中
止
・
全
部
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
。
平
成
七
年
度
も
影
響
は
続
き
、
一
部
中
止
・
全
部
中
止
の
施
設
は
三
三
・
五
％

に
及
ん
だ
。
ま
た
、
中
止
後
の
代
替
事
業
に
つ
い
て
も
、
公
民
館
一
、
図
書
館
二
、
博
物
館
一
の
計
四
館
が
実
施
で
き
た
の
み

で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
施
設
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
震
災
対
応
事
業
も
計
画
さ
れ
、
平
成
六
年
度
中
に
、
尼
崎
市
立
武
庫
公
民
館
に

お
け
る
避
難
所
で
の
巡
回
映
画
会
や
図
書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
神
戸
市
立
東
灘
図
書
館

に
よ
る
避
難
所
へ
の
本
の
配
送
・
貸
出
し
、
宝
塚
市
立
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
心

の
ケ
ア
」
講
座
、
西
宮
市
立
若
竹
公
民
館
に
よ
る
法
律
相
談
な
ど
一
三
の
施
設
で
実
施

さ
れ
た
。

　
平
成
七
年
度
に
は
、
避
難
所
で
の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
軽
減
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

セ
ミ
ナ
ー
、
健
康
維
持
の
た
め
の
「
健
康
の
つ
ぼ
」
講
座
、
避
難
所
支
援
を
支
え
る
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
、
さ
ら
に
は
災
害
等
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
震

災
か
ら
学
ぶ
市
民
講
座
、
震
災
復
興
福
祉
バ
ザ
ー
の
開
催
な
ど
の
震
災
対
応
事
業
が
五

六
の
施
設
で
開
催
さ
れ
た
。

　
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
十
一
月
の
県
教
委
の
調
査
で
は
、
全
施

写真 268　移動市民図書館（神戸市）
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設
の
八
一
・
二
％
が
「
戻
っ
た
」、
九
・
六
％
が
「
ほ
ぼ
戻
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。

社
会
教
育
団
体
─
全
国
か
ら
の
支

援
と
県
内
関
係
組
織
か
ら
の
支
援

県
内
の
各
社
会
教
育
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
被
災
し
な
が
ら
も
、
全
国
組
織
や
関
係
機
関
か

ら
支
援
を
受
け
つ
つ
、
近
隣
関
係
組
織
と
連
携
し
て
被
害
と
向
か
い
合
っ
た
。

　
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
に
お
い
て
は
、
全
国
の
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
市
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
等
か
ら
の
義
援
金
が
届
け
ら
れ
、
最
終

的
に
は
約
一
億
八
〇
〇
〇
万
円
に
上
っ
た
。
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
は
震
災
復
興
対
策
委
員
会
を
設
置
し
、
弔
慰
金
、
教
育
援

助
金
、
見
舞
金
、
被
災
Ｐ
Ｔ
Ａ
援
助
金
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
被
災
し
た
県
内
一
七
市
町
の
学
校
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
配
布
し
た
。
対
象
と

な
っ
た
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
学
校
）
数
は
、
小
学
校
一
〇
三
、
中
学
校
二
三
三
、
養
護
学
校
六
、
幼
稚
園
一
六
九
で
あ
っ
た
。
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
お
い
て
は
、
通
学
路
周
辺
の
危
険
箇
所
で
の
立
ち
当
番
、
被
災
し
た
児
童
へ
の
文
具
や
衣
服
・
日
用
品
等
の
支
援
、

被
災
し
た
交
流
学
校
へ
の
見
舞
い
金
の
贈
呈
、
避
難
所
と
な
っ
た
学
校
で
の
運
営
支
援
、
炊
き
出
し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
町
の
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
明
石
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
被
災
者
支
援
の
「
助
け
合
い

バ
ザ
ー
」
な
ど
と
と
も
に
児
童
生
徒
の
安
否
確
認
、
学
校
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
、
避
難
住
民
へ
の
支
援
、
学
校
と
の
連
携
に

よ
る
支
援
活
動
を
推
進
し
た
。
三
田
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
罹
災
児
童
を
励
ま
す
会
」
な
ど
、
神
戸
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
「
子

ど
も
の
心
を
明
る
く
す
る
事
業
」
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

　
芦
屋
市
立
精
道
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
記
録
』
を
ま
と
め
、
そ
れ
を
基
に
、
平
成
八
年
八
月
の
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
名
古
屋
大
会
で
、
被
災
直
後
及
び
以
後
の
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　
ま
た
、
全
国
に
転
居
・
転
校
し
て
い
っ
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
転
校
先
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
制
服
や
学
用
品
の
支
援
な
ど
と
と
も

に
歓
迎
会
を
開
催
し
て
被
災
児
童
生
徒
の
心
の
ケ
ア
に
努
め
る
と
い
っ
た
取
組
も
見
ら
れ
た
。
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婦
人
会
に
お
い
て
も
、
そ
の
全
国
組
織
の
支
援
は
大
き
く
、
平
成
七
年
二
月
十
四
日
に
は
、
全
国
地
域
婦
人
団
体
連
絡
協
議

会
の
会
長
等
が
、
見
舞
金
を
持
っ
て
兵
庫
県
連
合
婦
人
会
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
の
連
合
婦
人
会
か
ら
の
支
援

も
多
く
あ
り
、
遠
く
沖
縄
県
連
合
婦
人
会
か
ら
は
下
着
や
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
の
救
援
物
資
が
届
け
ら
れ
た
。
全
国
か
ら
の
見

舞
金
は
、
平
成
七
・
八
年
度
の
二
年
間
で
、
被
災
地
婦
人
会
に
、
復
興
活
動
支
援
金
と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
市
郡

の
連
合
婦
人
会
も
、
相
互
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
を
組
ん
で
避
難
所
で
炊
き
出
し
を
行
っ
た
り
、
県
の
現
地
本
部
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
救
援
活
動
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
洲
本
市
連
合
婦
人
会
で
は
地
震
当
日
か
ら
、
三
原
郡
連
合
婦
人
会

で
は
翌
十
八
日
か
ら
、
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
北
淡
町
や
津
名
郡
一
宮
町
（
い
ず
れ
も
現
淡
路
市
）
に
届
け
て

い
る
。
三
木
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
震
災
翌
日
に
、
三
木
市
役
所
か
ら
の
要
請
で
、
お
に
ぎ
り
一
万
個
を
作
り
、
お
茶
を
用
意

し
て
い
る
。
ま
た
二
月
二
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
、

救
援
物
資
の
集
積
施
設
と
な
っ
た
グ
リ
ー
ン
ピ
ア

三
木
に
お
い
て
物
資
の
仕
分
け
に
約
四
〇
〇
名
の

会
員
が
出
動
し
て
い
る
。

　
兵
庫
県
子
ど
も
会
連
合
会
で
は
、
全
国
子
ど
も

会
連
合
会
と
連
携
を
図
り
つ
つ
、
被
災
地
域
の
子

ど
も
会
に
義
援
金
を
送
る
と
と
も
に
、
幼
児
・
児

童
の
た
め
に
「
お
も
ち
ゃ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
等
の

救
援
物
資
を
送
っ
た
。
芦
屋
市
子
ど
も
会
連
絡
協

写真269　三木市連合婦人会による物資の仕分け

写真 270　�「おもちゃステーション」（兵庫県子
ども会連合会提供）
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議
会
で
は
、
こ
ど
も
の
日
に
芦
屋
公
園
に
て
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
交
換
会
を
開
催
し
、
豚
汁
や
焼
き
そ
ば
等
の
炊
き
出
し
を
行
い
、

約
二
〇
〇
〇
人
の
参
加
を
得
た
。
八
月
二
日
・
三
日
に
は
、
波
賀
町
（
現
宍
粟
市
）
で
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
リ
バ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
し
て
い
る
。

二　
「
生
活
創
造
」
と
生
涯
学
習
・
県
民
運
動
の
総
合
的
・
体
系
的
な
推
進

県
政
に
お
け
る
総
合
的

な
生
涯
学
習
の
体
系
化

県
で
は
成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
、
県
民
の
「
生
活
創
造
」
を
支
援
し
生

涯
学
習
、
県
民
運
動
、
地
域
づ
く
り
と
関
連
づ
け
、
県
政
全
体
の
中
で
総
合
的
・
体
系
的
に
推
進
し

よ
う
と
し
た
。

　
平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
以
降
の
生
涯
学
習
全
般
に
わ
た
る
考
え
方
・
在
り
方
の
検
証
を
迫
る
と
と
も
に
、
震

災
復
興
の
様
々
な
活
動
を
推
進
す
る
中
で
、
生
涯
学
習
、
生
活
創
造
、
県
民
運
動
の
関
連
が
更
に
深
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
に
お
け
る
動
き
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
生
涯
学
習
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
に
「
生
涯
学
習
中
核
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
構
想
」
が
、
八
年
に
は
「
同
基
本
計
画
」

が
策
定
さ
れ
た
。
次
い
で
、
震
災
復
興
途
上
の
平
成
十
年
に
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
兵
庫
’98
」
が
開

催
さ
れ
、
大
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
学
び
─
生
活
創
造
」
が
全
国
発
信
さ
れ
た
。

　
生
活
創
造
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
第
二
期
兵
庫
県
生
涯
学
習
審
議
会
か
ら
「
真
の
成
熟
社
会
を
め
ざ
し
て
」、
十
年
に
は

第
三
期
と
し
て
「
活
力
あ
る
成
熟
社
会
の
実
現
」
が
答
申
さ
れ
た
。

　
県
民
運
動
に
お
い
て
は
、
平
成
八
年
、
震
災
時
に
お
け
る
住
民
相
互
の
協
働
や
助
け
合
い
な
ど
を
踏
ま
え
、
目
指
す
べ
き
成
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熟
社
会
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
在
り
方
を「
県
民
運
動
研
究
会
報
告
」

に
ま
と
め
た
。
次
い
で
平
成
十
年
に
は「
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
促
進
等
に
関
す
る
条
例
」

を
、
十
二
年
に
は
「
県
民
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
促
進
の
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本

方
針
」
を
策
定
し
、
十
四
年
に
「
ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
」
の
設
置
に
至
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
生
活
創
造
行
政
の
一
翼
を
担
い
、
生
涯
学
習
や
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
生
活
創

造
活
動
の
拠
点
施
設
と
な
る
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
経
緯
を
紹
介
し
た
い
。

「
自
己
や
く
ら
し
を
高
め
る
活
動
」
と
し
て
の
生
活
創
造
活
動
・
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援

す
る
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
構
想
は
、
平
成
三
年
に
策
定
さ
れ
、
八
年
に
そ
の
基
盤
的
施
設
と

し
て
柏
原
町
（
現
丹
波
市
）
に
県
立
丹
波
の
森
公
苑
が
開
設
さ
れ
た
。
以
後
、
平
成
十
一
年

か
ら
十
六
年
に
か
け
て
、
各
地
域
の
セ
ン
タ
ー
整
備
ま
で
の
間
、
県
内
六
地
区
の
基
盤
的
施

設
（
主
に
各
地
区
の
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
と
文
化
会
館
等
）
に
地
域
生
活
創
造
情
報
プ
ラ
ザ
が
設
置
さ
れ
た
。

　
平
成
十
二
年
に
は
県
立
神
戸
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
が
神
戸
市
中
央
区
に
開
設
、
十
六
年
に
は
県
民
生
活
審
議
会
に
お
い
て
生

活
創
造
セ
ン
タ
ー
構
想
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
県
民
の
参
画
と
協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
く
各
圏
域
に
お
け
る
地
域

づ
く
り
の
広
域
拠
点
、
身
近
な
地
域
の
活
動
拠
点
等
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
た
。
平
成
十
七
年
度
に
は
但
馬
文
教
府
、
西
播
磨

文
化
会
館
、
淡
路
文
化
会
館
の
生
活
創
造
活
動
支
援
を
強
化
し
、
地
域
生
活
創
造
情
報
プ
ラ
ザ
を
拡
充
オ
ー
プ
ン
、
生
活
創
造

活
動
専
門
員
の
配
置
を
行
っ
た
。

写真 271　�生活創造センター第 1号施設・丹波の森
公苑
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生
涯
学
習
と
社
会
教
育
の
推
進

生
涯
学
習
中
核
セ
ン
タ
ー
構
想

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
受
け
、
県
生
涯
学
習
審
議
会
は
、
平
成
七
年
五
月
に
「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
『
共
生
の
社
会
づ
く
り
─
共
生
を
支
え
る
人
づ
く
り
─
』」
を

答
申
し
、
被
災
後
の
社
会
を
見
据
え
た
学
び
の
重
要
性
と
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　
社
会
教
育
委
員
の
会
議
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
青
少
年
活
動
、
家
庭
教
育
の
三
つ
の
小
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
平
成
八
年

三
月
に
社
会
教
育
施
設
の
被
害
と
復
旧
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
振
興
、
青
少
年
の
学
校
外
活
動
の
充
実
、
家
庭
教
育
の
充
実
、

防
災
教
育
の
推
進
な
ど
の
提
言
を
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
社
会
教
育
の
果
た
す
役
割
（
審
議
報
告
）」
と
し
て
ま

と
め
て
い
る
。

　
第
二
期
生
涯
学
習
審
議
会
で
は
、
第
一
部
会
「
生
涯
学
習
中
核
セ
ン
タ
ー
構
想
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
生
涯
学
習
に
関
す

る
調
査
研
究
や
生
涯
学
習
関
係
機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
の
「
生
涯
学
習
中
核
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
基
本
構
想
」

を
平
成
七
年
九
月
に
策
定
、
第
二
部
会
で
は
平
成
八
年
三
月
の
「
生
涯
学
習
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
活
用
に
つ
い
て
」
で
、
学
習

機
会
の
拡
大
、
学
習
効
果
の
増
大
、
学
習
情
報
の
提
供
等
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
答
申
を
行
い
、
と
も
に

今
後
の
生
涯
学
習
の
方
向
性
を
提
示
し
た
。

　
平
成
十
三
年
九
月
の
第
四
期
答
申
「
新
兵
庫
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
」
に
お
い
て
は
「
成
熟
社
会
に
お
い
て
め
ざ
す
べ
き
生

涯
学
習
社
会
」
の
構
築
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
が
提
示
さ
れ
た
。

　
一
方
、
社
会
教
育
委
員
の
会
議
に
お
い
て
は
、
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
低
下
が
言
わ
れ
る
中
で
、
平
成
六
年
度
に
「
三
世

代
ふ
れ
あ
い
家
庭
教
育
調
査
研
究
委
員
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
家
庭
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
提
言
を
行
っ
た
。
そ
の
後

の
阪
神・淡
路
大
震
災
の
経
験
は
、
地
域
の
絆
、
家
族
の
絆
を
再
認
識
さ
せ
る
こ
と
と
も
な
り
、
平
成
八
年
度
「
子
育
て
の
『
共
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同
化
』
に
向
け
て
」、
九
年
度
「
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を
育
む
社
会
教
育
の
推
進
」、
十
年
度
「
子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力

を
育
む
社
会
教
育
の
推
進
─
心
の
教
育
の
充
実
に
向
け
て
─
」、
十
一
年
度
「
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
社
会
教
育
の

推
進
─
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
通
し
て
─
」
と
矢
継
ぎ
早
に
「
子
育
て
と
そ
れ
に
関
わ
る
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向

上
」
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
い
る
。

三　

県
域
で
の
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
総
合
的
な
整
備

ひ
ょ
う
ご
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
と
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の
設
置

平
成
二
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
促
進
事
業
」
の
推
進
に
よ
り
各

市
町
の
生
涯
学
習
の
基
盤
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
を
受
け
、
同
事
業
は
平
成
十
年
を
も
っ
て

終
了
し
た
。

　
一
方
、
多
様
化・高
度
化
す
る
県
民
の
生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
情
報
の
蓄
積・

発
信
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
年
度
に
、
全
国
に
先
駆
け
る
新
し
い
タ
イ

プ
の
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
構
築
が
図
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
平
成
十
一
年
度
に
は
、
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
の
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
の
機
能
を
移
行
し
、
生
涯
学
習
中
核
セ
ン
タ
ー
の
ソ
フ
ト
先
行
事
業
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご

イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
同
年
、
文
部
省
の
外
郭
団
体
で
あ
る
高
度
映
像

情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
公
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
グ
ッ
ド
サ
イ
ト
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
。

写真 272　ひょうごインターキャンパス
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「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
参
画
機
関
・
団
体
数
は
表
107
に
あ

る
よ
う
に
、
平
成
十
一
年
四
月
段
階
で
二
〇
九
、
以
降
着
実
に
増
え
、
平
成
十

六
年
十
月
段
階
で
は
四
三
二
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
十
六
年
の
参
画
機
関
・
団

体
は
、
県
・
県
関
係
機
関
九
八
、
市
町
等
六
七
、
大
学
・
高
等
学
校
等
七
〇
、

専
修
学
校
・
各
種
学
校
三
二
、
通
信
教
育
事
業
者
一
五
、
博
物
館
・
美
術
館
二

六
、
民
間
文
化
活
動
機
関
三
一
、
民
間
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
等
二
九
、
出
版
社・ソ
フ
ト
制
作
会
社
九
、
そ
の
他
五
五
で
あ
っ

た
。

　
県
内
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
基
盤
と
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
七
月
、
第
五
期
兵
庫
県

生
涯
学
習
審
議
会
か
ら
「
包
括
的
な
生
涯
学
習
シ
ス
テ
ム
の
整
備
」
の
提
言
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
総
合
的
・
一
元
的
運
用
を
図

る
た
め
、
十
七
年
六
月
、
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
を
県
立
神
戸
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
に
開
設
し
た
。
な
お
、
平
成
十
六
年
度
に

シ
ス
テ
ム
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
事
務
を
生
活
創
造
課
か
ら
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
に
移
管
し
た
。

　
生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
は
、
①
学
習
情
報
・
ア
ド
バ
イ
ス
、
②
学
習
活
動
支
援
・
交
流
、
③
学
習
指
導
者
の
養
成
、
④
学
習

機
関
相
互
の
連
携
・
整
備
の
四
機
能
を
備
え
、
具
体
的
に
は
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
の
運
営
、
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー

バ
ン
ク
の
設
置
、
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う
ご
創
成
塾
、
生
活
創
造
大
学
の
人
材
養
成
な
ど
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

生
涯
学
習
指
導
者

の
育
成
と
配
置

各
市
町
の
生
涯
学
習
の
基
盤
整
備
に
伴
い
、
各
市
町
の
生
涯
学
習
施
策
の
推
進
を
担
っ
て
き
た
社
会
教
育

指
導
員
と
派
遣
社
会
教
育
主
事
の
配
置
体
制
も
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
社
会
教
育
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
総
務
庁
「
生
涯
学
習
の
振
興
に
関
す
る
調
査
結
果
に
基
づ
く
勧
告
」
に
よ
り
、

表 107　�ひ ょ う ご イ ン
ターキャンパス
参画機関・団体
数

時期 参画機関・
団体数

平成11年 4 月
12年 4 月
13年 4 月
14年 4 月
15年 4 月
16年 4 月
16年10月

209
307
374
386
390
403
432

（『生涯学習に対応するため
の社会教育施策』より作成）
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九
年
度
限
り
で
国
庫
補
助
が
廃
止
さ
れ
、
県
も
そ
れ
に
な
ら
っ
た
。
社
会
教
育
指
導
員
は
、
同
年
段
階
で
二
一
市
五
四
町
に
八

七
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。

　
一
方
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
に
つ
い
て
は
、
平
成
八
年
か
ら
段
階
的
に
一
般
財
源
化
さ
れ
、
十
年
度
に
完
了
し
た
が
、
県
で

は
必
要
に
応
じ
て
派
遣
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
九
年
度
で
、
八
市
三
郡
四
八
町
に
六
一
人
（
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
担
当
一
四

人
）
を
配
置
し
、
以
降
徐
々
に
減
員
す
る
も
の
の
、
十
三
年
度
以
降
も
五
五
人
が
派
遣
さ
れ
た
。
な
お
ス
ポ
ー
ツ
担
当
は
同
年

廃
止
さ
れ
、
派
遣
社
会
教
育
主
事
が
兼
ね
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

四　

社
会
教
育
・
家
庭
教
育
の
広
が
り

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
・
推
進

生
涯
学
習
振
興
の
視
点
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
実
施
さ
れ
た
生
涯
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
総
合
事
業
の
平
成
七
年
度
の
取
組
は
、
県
立
高
校
生
徒
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
と
し
た
「
県
立
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」、
県
立
近
代
美
術
館
等
に
お
け
る
「
社
会
教
育
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め
の
「
生
涯
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
の
実
施
と
、
そ
れ
ら
の

講
座
を
通
し
て
養
成
し
た
人
々
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
バ
ン
ク
」
に
登
録
し
、
広
域
的
・
総
合
的
に
そ
の
活
用
を
図

る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ち
な
み
に
県
内
六
教
育
事
務
所
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
で
は
、
あ
わ
せ
て
一
万
三
四
四
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
登
録
、
そ

の
派
遣
は
三
万
二
九
三
一
人
に
達
し
て
い
る
。
そ
の
領
域
は
、
福
祉
活
動
五
一
％
、
教
育
活
動
二
二
％
、
地
域
活
動
一
八
％
、

市
民
活
動
八
％
で
あ
っ
た
。
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そ
の
後
、
部
活
動
や
生
徒
会
活
動
な
ど
に
よ
る
高
校
生
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
広
が
り
や
県
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
平
成
十
一
年
度
に
は
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
・
推
進

事
業
へ
と
発
展
し
、
後
述
す
る
学
社
融
合
と
の
関
連
で
、
博
物
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。

学
社
融
合
の
推
進
と

体
験
教
育
の
充
実

平
成
七
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
る
様
々

な
体
験
は
、
児
童
生
徒
に
人
と
し
て
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
、
そ
し
て
九
年
の
神
戸
連

続
児
童
殺
傷
事
件
は
、
人
を
思
い
や
る
と
と
も
に
自
他
の
大
切
さ
を
知

る
「
心
の
教
育
」
の
大
切
さ
を
再
認
識
さ
せ
た
。
県
で
は
、
そ
の
背
景

に
子
ど
も
達
の
体
験
の
未
熟
さ
・
不
十
分
さ
に
あ
る
と
し
、
学
校
以
外

の
環
境
や
施
設
、
人
材
等
を
活
用
し
た
体
験
活
動
の
重
要
性
を
踏
ま
え
、

以
降
、
環
境
の
整
備
も
進
め
な
が
ら
小
・
中
・
高
等
学
校
を
通
し
た
体

験
活
動
の
体
系
化
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
一
方
、
同
年
七
月
「
国
立
青
年
の
家
・
少
年
の
家
の
在
り
方
に
関
す

る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
の
報
告
書
で
、
体
験
活
動
に
お
け
る
学
校

教
育
と
社
会
教
育
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
従
来
の
「
連
携
」
型
か
ら
、

表 108　生涯学習ボランティア活動総合事業（平成７年度）

県立高等学校ボランティア
養成講座

県内６地域６高等学校において、高校生延べ3,348人の高等学校
PTA会員（保護者）延べ349人が参加し、手話、リーディングサー
ビス、施設訪問などを実施

社会教育施設ボランティア
養成講座

県立近代美術館、歴史博物館、人と自然の博物館において、専門
的知識等を身につけた施設ボランティアを養成（それぞれ18人、
44人、61人が参加）

生涯学習アドバイザー養成
講座

県立嬉野台生涯教育センターにおいて、50人を定員として、地域
のボランティアリーダーまた地域活動の生涯学習のアドバイザー
を養成

ボランティアセンター・バ
ンクの設置

県立嬉野台生涯教育センターを核として、県内六教育事務所
にボランティアバンク・センターを設置し、1万344人のボラン
ティアを登録、延べ3万2,931人を派遣（福祉活動51％、教育活
動22％、地域活動18％、市民活動8％）

ボランティアの集い
高校生・婦人・大学生他のボランティア及び関係者の代表が、県
立嬉野台生涯教育センターにおいて、１泊２日で、実践発表・情
報交換を実施

（『生涯学習社会に対応するための社会教育施策』より作成）
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一
歩
踏
み
込
ん
だ
「
学
社
融
合
」
論
が
登
場
し
た
。
学
校
の
教
育
活
動
に
お
い
て
社
会
教
育
施
設
の
持
つ
資
源
（
施
設
・
設
備
、

人
材
等
）
を
活
用
し
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
達
の
教
育
に
取
り
組
む
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
元
来
、
学
社
融
合
の
「
社
」
は
社
会
教
育
・
社
会
教
育
施
設
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、「
社
」
は
更
に
領
域
を
広
げ
て
地

域
社
会
を
も
包
含
す
る
考
え
方
へ
と
拡
が
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
典
型
的
な
例
が
、
前
述
の
二
つ
の
出
来
事
を
契
機
に
、
兵
庫
県

独
自
の
取
組
と
し
て
始
ま
っ
た
「
地
域
に
学
ぶ
『
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
』
推
進
事
業
」
で
あ
る
。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年

度
に
は
、
高
等
学
校
一
年
生
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
「
高
校
生
地
域
貢
献
事
業
─
ト
ラ
イ
や
る
・
ワ
ー
ク
」、
二
年
生

に
お
け
る
就
業
体
験
「
高
校
生
就
業
体
験
事
業
─
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
プ
ラ
ン
─
」
へ
と
展
開
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
博
物
館
・
美
術
館
等
を
活
用
し
た
学
校
教
育
（
学
社
融
合
）
の
推
進
に
つ
い
て
、
県
教
委
は
、
平
成
八
年
度
に
検
討

委
員
会
を
、
翌
九
年
度
に
学
社
融
合
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
、
県
立
近
代
美
術
館
、
県
立
歴
史
博
物
館
、
県
立
人

と
自
然
の
博
物
館
で
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
そ
の
報
告
書
・
実
践
記
録
集
を
県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
に
配
布
し
た
。
平

成
十
年
度
に
は
、
そ
れ
ら
を
基
に
市
町
立
施
設
（
明
石
市
、
出い

ず
し石

町
（
現
豊
岡
市
）、
北
淡
町
）
に
お
け
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
県
立
三
館
の
取
組
を
紹
介
す
る
「
三
館
か
ら
の
発
信
『
館
で
学
ぼ
う
フ
ェ
ス
タ
’98
』」
を
約
六
カ
月
に
わ
た
っ

て
開
催
し
た
。
平
成
十
一
年
度
に
は
「
館
で
学
ぼ
う
全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
、
全
市
町
で
の
実
施
・
普
及
を
呼
び
か

け
る
と
と
も
に
、
指
導
の
手
引
き
書
を
作
成
し
、
県
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
及
び
博
物
館
等
に
配
布
し
た
。
ま
た
、
県
内
六

地
域
ご
と
の
「
博
物
館
・
美
術
館
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
た
り
、「
博
物
館
等
無
料
開
放
事
業
（
ひ
ょ
う
ご
っ
子
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
）」

加
盟
や
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
推
進
を
図
っ
た
り
す
る
な
ど
、
広
く
県
内
に
啓
発
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
個
々
の
博
物
館
、
美
術
館
等
に
お
け
る
地
域
の
学
校
と
の
融
合
に
よ
る
取
組
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度
に
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は
、
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
と
兵
庫
県
博
物
館
協
会
と
県
立
三
館
（
近
代
美
術
館
、
歴
史
博
物
館
、
人
と
自
然
の
博
物
館
）
が

連
携
し
、「
学
社
融
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」
が
実
施
さ
れ
、
人
材
の
育
成
も
図
ら
れ
て
い
る
。

家
庭
と
地
域
の

教
育
力
の
向
上

地
域
に
お
い
て
は
価
値
観
の
多
様
化
、
核
家
族
化
や
少
子
化
の
進
行
と
と
も
に
地
域
で
の
協
働
が
難
し
く
な

り
、
加
え
て
家
庭
に
お
い
て
は
核
家
族
化
に
よ
り
子
育
て
に
悩
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
力
が
衰
え
て
き

た
と
言
わ
れ
る
中
で
、
県
で
は
早
い
段
階
か
ら
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
向
上
を
図
る
べ
く
様
々
な
取
組
を
進
め
て
き
た
。

　
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
両
親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
養
成
教
育
講
座
は
、
七
年
度
ま
で
に
延
べ
一
七
五
人
を
養
成
し
て
き

た
。
両
親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
活
動
の
拠
点
と
す
る
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
設
置
事
業
も
順
調
に
進
捗
し
、
平
成
七
年

度
に
は
県
内
全
市
町
に
「
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
乳
幼
児
健
診
等
の
機
会
を
利
用
し
て
関
係
機
関

と
の
連
携
を
進
め
る
な
ど
、
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
両
親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
質
向
上
を
継
続
的
に
図
る
た
め
、
配
置
後
も
、
毎
年
、
研
修
会
（
一
泊
二
日
）
と
特
別

研
修
会
（
一
日
）
が
実
施
さ
れ
、
実
践
発
表
や
研
究
協
議
、
実
地
研
修
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。
平
成
十
年
度
か
ら
は
、
母
親
に

加
え
て
父
親
・
祖
父
母
や
地
域
の
人
々
に
子
育
て
へ
の
参
加
を
促
す
な
ど
「
子
育
て
の
共
同
化
」
を
図
る
た
め
に
新
た
に
「
子

育
て
学
習
活
動
推
進
事
業
」
が
県
補
助
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
、
自
治
振
興
助
成
事
業
「
地
域
子
育
て
支
援
事
業
（
三
カ
年
）」
が
県
内
八
一
市
町
で
実
施
さ
れ
、
地
域

住
民
と
の
交
流
活
動
（
年
四
回
）、
親
子
地
域
体
験
活
動
（
年
一
二
回
）、
乳
幼
児
健
診
等
を
活
用
し
た
家
庭
教
育
講
座
（
年
四
回
）、

あ
わ
せ
て
フ
レ
ン
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
・
登
録
・
派
遣
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
て
子
育

て
支
援
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
平
成
十
四
年
度
の
フ
レ
ン
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
中
・
高
校
生
、
大
学
生
、
高
齢
者
等
で
一
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一
九
四
名
（
一
市
町
当
た
り
一
四
・
九
人
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
は
臨
床
心
理
士
、
元
保
育
士
・
元
幼
稚
園
・
小
学
校
教
諭
、

母
子
健
康
委
員
、
民
生
児
童
委
員
等
六
六
四
人
（
一
市
町
当
た
り
八
・
三
人
）
で
あ
っ
た
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
「
ひ
ょ
う
ご
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
」
が
進
め
ら
れ
、
家
庭
教
育
力
活
性
化
支
援
協
議
会
と
小
委

員
会
（
家
庭
教
育
調
査
検
討
部
会
）
を
設
置
し
、
両
者
の
協
働
に
よ
っ
て
「
ひ
ょ
う
ご
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
集
」
が
発
刊
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、「
家
庭
教
育
支
援
総
合
推
進
事
業
」
に
よ
っ
て
両
親
教
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、

各
市
町
の
家
庭
教
育
総
合
推
進
事
業
に
お
い
て
は
、
三
五
市
町
に
「
家
庭
教
育
推
進
会
議
」
が
設
置
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
一

市
町
で
三
六
人
の
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
」
の
委
嘱
が
行
わ
れ
、
延
べ
六
〇
四
講
座
一
二
七
八
回
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

地
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ

Ｃ
Ａ
活
動
の
推
進

Ｐ
Ｔ
Ａ
を
核
と
し
た
「
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
運
動
」
は
、
平
成
四
年
度
に
家
庭
教
育
総
合

推
進
事
業
へ
と
移
行
し
、
平
成
七
年
度
か
ら
「
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
支
援
事

業
（
委
託
）」
に
発
展
し
、
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
活
動
実
践
事
業
（
県
内
五
七
カ
所
、
神
戸
市
一
〇
カ
所
）
と
、
高
等
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
地
域
活
動
実
践
事
業
（
県
内
六
地
区
一
四
校
）
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
に
よ
り
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
融
合
し
た
「
地
域
が
支
え
る
地
域
の
学
校
づ
く
り
」
の
認
識
が

深
ま
り
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
Ｃ
（Com

m
unity

）
を
加
え
た
兵
庫
県
独
自
の
「
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
活
動
支
援
事
業
」

を
実
施
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
活
動
を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の

内
容
は
、
家
庭
教
育
支
援
、
学
校
教
育
支
援
、
地
域
の
安
全
安
心
支
援
の
三
領
域
に
つ
い
て
、
各
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
活
動
を
進
め

る
も
の
で
あ
る
。

　
兵
庫
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
四
七
（
神
戸
市
を
除
く
市
町
立
小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
四
七
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ
）、
兵
庫
県
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
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連
合
会
一
四
、
兵
庫
県
立
盲
・
聾
・
養
護
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
協
議
会
一
、
兵
庫
県
国
公
立
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
五
、
神

戸
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
一
〇
の
七
七
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
実
践
発
表
・
分
科
会
・
講

演
等
を
行
い
情
報
の
交
換
と
活
動
の
検
証
に
努
め
た
。
ま
た
、
そ
の
年
度
の
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
表
彰
を
実
施
し
て
い
る
。

青
少
年
育
成

事
業
の
推
進

地
域
住
民
の
生
活
意
識
の
多
様
化
や
少
子
化
の
進
展
に
よ
り
地
域
住
民
の
交
流
機
会
が
減
少
し
、
児
童
生
徒

だ
け
で
は
な
く
大
人
達
の
間
で
も
ふ
る
さ
と
意
識
や
心
情
的
な
絆
が
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
学
校
週

五
日
制
の
導
入
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、県
で
は
地
域
で
の
子
ど
も
達
の
居
場
所
づ
く
り
も
兼
ね
て
、平
成
十
四
年
度
か
ら
「
ふ

る
さ
と
文
化
再
発
見
事
業
（
ひ
ょ
う
ご
ふ
る
さ
と
文
化
再
発
見
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）」
を
、
次
い
で
十
五
年
度
か
ら
は
「
ひ
ょ
う

ご
ふ
る
さ
と
文
化
情
報
整
備
事
業
」
を
推
進
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
ふ
る
さ
と
の
伝
統
行
事
、
伝
統
芸
能
、
伝
統
技
術
、
記
念

物
、
有
形
・
無
形
文
化
財
、
伝
統
産
業
、
地
場
産
業
等
を
ふ
る
さ
と
文
化
情
報
の
対
象
と
し
て
い
る
。

　
ふ
る
さ
と
文
化
再
発
見
事
業
で
は
、
町
全
体
を
「
ふ
る
さ
と
学
舎
」
と
し
て
「
こ
ど
も
ふ

る
さ
と
学
」「
こ
ど
も
ふ
る
さ
と
体
験
」
の
両
面
で
の
活
動
を
進
め
、
①
「
ひ
ょ
う
ご
ふ
る

さ
と
文
化
情
報
」
の
収
集
・
整
備
と
発
信
、
②
「
ひ
ょ
う
ご
ふ
る
さ
と
文
化
情
報
」
の
教
材

化
、
③
「
ひ
ょ
う
ご
ふ
る
さ
と
文
化
情
報
」
の
相
談
・
支
援
体
制
の
整
備
を
推
進
し
た
。
そ

の
参
加
者
は
、
平
成
十
七
年
度
で
、
ふ
る
さ
と
学
に
概
数
で
一
万
七
八
〇
〇
人
、
ふ
る
さ
と

体
験
に
四
万
五
五
〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
い
る
。

　
教
材
作
成
と
し
て
は
、
平
成
十
五
年
か
ら
十
七
年
度
の
三
年
間
で
、
神
戸
市
北
区
淡
河
町

「
御
弓
神
事
」、
尼
崎
市
「
田
能
遺
跡
」、
三
田
市
「
鈴
鹿
竹
器
」、
三
木
市
「
蓮
花
寺
鬼
踊
り
」、

写真 273　�こどもふるさと体験（わらぞ
うり作り）
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姫
路
市
「
張
り
子
づ
く
り
」、
養や

父ぶ

市
「
製
墨
」、
豊
岡
市
「
桶
樽
づ
く
り
」、
南
あ
わ
じ
市
「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
」
な
ど
、
二

九
の
教
材
を
作
成
し
て
い
る
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
、こ
れ
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
ふ
る
さ
と
文
化
い
き
い
き
教
室
（
学
校
に
お
け
る
い
き
い
き
教
室
）」

事
業
が
開
始
さ
れ
、
学
校
の
教
育
活
動
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
文
化
に
ふ
れ
る
体
験
活
動
が
、
ま
ず
二
〇
市
一
二
町
の

一
〇
六
小
学
校
、
二
〇
の
中
学
校
で
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
①
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
体
験
活
動
、
②
行
事
な
ど
地
域

に
根
ざ
し
た
体
験
活
動
、
③
地
域
の
地
場
産
業
に
お
け
る
体
験
活
動
の
三
領
域
か
ら
成
り
、
指
導
に
当
た
る
ふ
る
さ
と
学
舎
指

導
員
、
郷
土
史
家
、
商
工
会
職
員
、
地
場
産
業
関
係
者
、
地
域
の
祭
事
関
係
者
等
の
地
域
住
民
と
の
交
流
も
深
ま
る
な
ど
、
児

童
生
徒
が
地
域
に
馴
染
む
な
ど
の
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
と
は
別
に
、兵
庫
県
の
特
色
あ
る
体
験
活
動
と
し
て
、平
成
十
五
年
度
か
ら
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
て
い
る
「
ひ
ょ
う
ご
冒
険
教
育
（
Ｈ
Ａ
Ｐ
─H

yogo Adventure Project

）」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
地
上
数
メ
ー
ト
ル
上
に
横
に
渡
さ
れ
た
一
本
の
丸
太
の
上
を
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
歩
い
て
渡
る
「
丸
太
わ
た
り
」
な
ど
、
子
ど
も
達
が
勇
気
を
奮
っ
て
挑

戦
す
る
と
い
う
体
験
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
適
切
な
指
導
の
下
、
安

全
に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
教
員
研
修
や
企
業
研
修
な
ど
に
も
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　
青
少
年
の
学
校
外
活
動
の
場
と
し
て
順
調
に
進
捗
し
て
き
た
「
ひ
ょ
う
ご
ユ
ー
ス
セ

ミ
ナ
ー
」
は
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
従
来
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー

写真 274　�ひょうご冒険教育（兵庫県生
きがい創造協会提供）
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ル
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
に
ホ
リ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
を
加
え
て
、
一
層
の
拡
充
を
図
っ
た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
、
県
内
の
二

九
施
設
で
、
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
四
四
コ
ー
ス
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル
七
コ
ー
ス
、
ス
プ
リ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
六
コ
ー
ス
、
ホ
リ

デ
ー
ス
ク
ー
ル
一
三
コ
ー
ス
の
計
七
〇
コ
ー
ス
、
定
員
二
五
七
九
人
に
対
し
て
三
四
七
四
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。
参
加
者
の
比

率
は
小
学
生
七
五
・
二
％
、
中
学
生
七
・
六
％
、
高
校
生
五
・
七
％
、
一
般
・
保
護
者
（
親
子
体
験
活
動
等
の
参
加
者
）
が
一
一
・

五
％
で
あ
っ
た
。

学
校
週
五
日
制
の
子
ど
も
た
ち
「
全
国　

子
ど
も
プ
ラ
ン
」
の
展
開
と
様
々
な
取
組

文
部
省
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
の
完
全
学
校
週
五
日
制
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

十
一
年
度
か
ら
「
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン
（
緊
急
三
カ
年
計
画
）」
を
展
開
し
、
主
な
取

組
と
し
て
「
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
」「
子
ど
も
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
事
業
」
等
を
実
施
し
た
。

　
「
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
」
で
は
、
平
成
十
一
年
度
一
三
市
郡
、
十
二
年
度
一
七
市
郡
、
十
三
年
度
九
市
郡
と
各
市
郡

に
こ
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
、
体
験
活
動
に
係
る
情
報
誌
の
作
成
、
相
談
、
指
導
者
等
の
登
録
・
紹
介
な
ど
を
行
っ
た
。

平
成
十
四
年
度
に
委
託
事
業
に
組
み
替
え
て
九
市
郡
が
設
置
し
た
。
平
成
十
五
年
の
事
業
終
了
後
も
二
八
市
町
が
継
続
し
て
実

施
し
て
い
る
。「
子
ど
も
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
事
業
」
は
土
・
日
曜
日
に
、
地
域
に
根
ざ
し
た
多
様
で
魅
力
的
な
体
験
活
動
の
機

会
と
場
を
提
供
す
る
も
の
で
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
創
設
さ
れ
た
「
子
ど
も
ゆ
め

基
金
」
で
運
用
さ
れ
、
そ
の
主
な
活
動
は
自
然
体
験
・
社
会
奉
仕
体
験
・
職
場
体
験
・
交
流
体
験
等
で
あ
っ
た
。
同
年
は
二
八

市
町
で
実
施
さ
れ
た
。

　
「
子
ど
も
放
送
局
」
は
、衛
星
通
信
に
よ
り
子
ど
も
達
が
国
内
外
の
一
流
の
科
学
者
や
ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
と
直
接
話
し
た
り
、

送
信
局
と
通
信
局
で
同
時
に
体
験
活
動
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
達
に
夢
と
希
望
を
伝
え
よ
う
と
い
う
取
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組
で
あ
っ
た
。
平
成
十
二
年
度
か
ら
は
「
学
習
活
動
支
援
設
備
整
備
事
業
（
社
会
参
加
活
動
促
進
補
助
金
）」
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
県
立
七
、
市
町
立
三
七
の
計
四
四
施
設
に
設
置
さ
れ
た
。

　
「
全
国
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
以
外
に
、
従
前
か
ら
取
組
も
学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
平
成
四
年
度
か
ら

始
め
ら
れ
た
「
博
物
館
等
無
料
開
放
事
業
（
ひ
ょ
う
ご
っ
子
コ
コ
ロ
ン
カ
ー
ド
）」
事
業
は
順
調
に
進
捗
し
、
平
成
十
七
年
度
に
は

県
立
施
設
九
、
市
町
立
施
設
七
八
、
そ
の
他
法
人
等
施
設
四
七
、
合
計
一
三
四
施
設
と
な
り
、
小
・
中
学
生
の
カ
ー
ド
利
用
者

は
、
四
年
度
の
一
二
万
六
八
六
四
人
か
ら
一
九
万
四
一
八
九
人
に
増
加
し
て
い
る
。

　
同
じ
平
成
四
年
度
に
始
ま
っ
た
「
社
会
教
育
施
設
等
活
用
サ
ー
ク
ル
活
動
支
援
事
業
」
は
同
八
年
度
か
ら
は
、「
ウ
イ
ー
ク

エ
ン
ド
・
ク
ラ
ブ
（
国
庫
補
助
）
事
業
」
と
し
て
一
八
市
郡
町
に
業
務
委
託
し
、
①
児
童
・
生
徒
学
校
外
活
動
促
進
事
業
（
自
然

観
察
学
習
等
）、
②
障
害
児
童
・
生
徒
学
校
外
活
動
促
進
事
業
（
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
等
）、
③
学
校
外
活
動
情
報
提
供
・
啓
発

事
業
（
広
報
紙
等
に
よ
る
情
報
提
供
）、
④
地
域
の
遊
び
場
開
拓
事
業
（
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
開
発
等
）
の
様
々
な
取
組
が
展
開
さ
れ
た
。

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
の
「
ひ
ょ
う
ご
キ
ッ
ズ
倶
楽
部
事
業
」
は
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
に
応
じ
て
生
じ
た
学
校
の
余
裕
教

室
の
有
効
活
用
の
視
点
か
ら
文
部
省
の
補
助
事
業
「
教
室
開
放
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
放
課
後
や
土
日
の
体
験
活
動
や
居
場

所
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
た
。

ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
長
期
的
な
取
組

様
々
な
生
涯
学
習
施
策
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
昭
和
四
十
年
代
か
ら
継
続
し
て
行
わ
れ
て
き
た
事
業
に
お

い
て
も
、
い
く
つ
か
の
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　
高
等
学
校
開
放
講
座
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
）
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
直
後
の
平
成
八
・
九
年
に
お
い
て
は
「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
催
し
た
。
被
災
地
の
高
校
を
中
心
に
、
仮
設
住
宅
の
居
住
者
や
被
災
地
の
住
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民
の
「
学
び
」
の
場
と
し
て
、「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
入
門
講
座
」
や
「
心
の
ケ
ア
入

門
講
座
」
な
ど
を
、
県
立
一
二
、
市
立
三
、
私
立
一
の
高
等
学
校
が
開
催
し
、
平
成
九

年
度
に
は
七
一
五
人
が
受
講
し
た
。
ま
た
、
通
常
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
も
例

年
ど
お
り
実
施
さ
れ
、
平
成
八
年
度
に
は
短
期
講
座
一
〇
（
受
講
者
三
五
九
人
）、
一
般

講
座
一
五
（
六
三
〇
人
）、
上
級
講
座
三
（
一
七
六
人
）
の
二
八
講
座
（
計
一
一
六
五
人
）

が
開
講
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
度
に
は
従
来
の
「
短
期
・
一
般
・
上
級
」
の
編
成
か
ら
、

「
社
会
的
課
題
・
地
域
的
課
題
」
に
編
成
替
え
を
行
っ
た
。

　
昭
和
四
十
五
年
以
降
に
順
次
開
設
さ
れ
た
「
青
い
鳥
学
級
（
視
覚
障
害
）」「
く
す
の

木
学
級
（
聴
覚
・
言
語
障
害
）」「
た
け
の
こ
学
級
（
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
）」
の
身
体
障

害
者
学
級
は
、
平
成
十
二
、
十
三
、
十
四
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
周
年
を
迎
え
、
現
在

も
生
涯
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
七
年
度
に
お
い
て
は
県
内
九
地
区
で

延
べ
約
六
〇
〇
名
が
学
ん
で
い
る
。

　
「
兵
庫
県
青
年
洋
上
大
学
」は
、平
成
七
年
は
阪
神・淡
路
大
震
災
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
。
翌
八
年
に
は
「
第
六
回
ひ
ょ
う
ご
県
民
交
流
の
船
・
第
二
二
回
兵
庫
青
年
洋
上
大

学
」
を
実
施
し
た
が
、
平
成
九
年
に
は
兵
庫
県
が
「
第
一
八
回
近
畿
青
年
洋
上
大
学
」

担
当
県
と
な
っ
た
た
め
中
止
、
さ
ら
に
十
五
年
に
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た

め
中
止
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
平
成
十
七
年
度
の
訪
問
先
は
一
〇
日
間
の
日
程
で
、

表 109　フェニックス・コミュニティ・カレッジ申込・受講状況

年度 区分
申込者 受講者 修了者

仮設
住宅

被災
地

その
他 計 仮設

住宅
被災
地

その
他 計 仮設

住宅
被災
地

その
他 計

平成
８

男 15� 129� �90� 234� 15� 105� 55� 175� 14� �78� �53� 145�
女 23� 462� 361� 846� 23� 318� 183� 524� 20� 241� 155� 416�
計 38� 591� 451� 1,080� 38� 423� 238� 699� 34� 319� 208� 561�

9
男 �7� 144� 50� 201� �6� 103� �36� 145� �5� �86� �28� 119�
女 36� 430� 263� 729� 34� 346� 190� 570� 28� 273� 157� 458�
計 43� 574� 313� 930� 40� 449� 226� 715� 33� 359� 185� 577�

（『生涯学習社会に対応するための社会教育施策』より作成）
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西
安
・
ウ
ル
ム
チ
・
ト
ル
フ
ァ
ン
・
九

き
ゅ
う

寨さ
い

溝こ
う

・

桂
林
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
・
無む

錫し
ゃ
くな

ど
を
訪
問
し
て

い
る
。
平
成
八
年
か
ら
十
七
年
ま
で
の
間
、
八

回
の
実
施
で
延
べ
五
一
六
名
が
参
加
し
、
同
窓

会
活
動
な
ど
の
参
加
後
の
活
動
や
交
流
も
行
わ

れ
て
い
る
。

高
齢
者
の
学
び
と

「
生
き
が
い
創
造
」

昭
和
五
十
二
年
の
設
立
以

来
、
兵
庫
県
生
き
が
い
創

造
協
会
は
、
県
内
各
地
の
県
立
施
設
に
お
け
る

高
齢
者
学
習
の
体
系
化
と
学
び
の
拡
充
を
進
め

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
市
町
の
高
齢
者
学
習

の
モ
デ
ル
た
る
べ
く
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成
を

進
め
て
き
た
。
ま
た
、
平
成
八
年
に
は
、
地
域

の
活
性
化
と
新
た
な
郷
土
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー

を
育
成
す
る
た
め
に「
ふ
る
さ
と
兵
庫
創
成
塾
」

を
開
設
し
た
。

　
平
成
九
年
四
月
に
は
都
市
型
の
高
齢
者
大
学

表 110　兵庫県青年洋上大学（平成7～ 17年度）

年度 名称 時期
期間 主な行き先 参加

人数
平成7 阪神・淡路大震災のため中止

8 第6回ひょうご県民交流の船第22回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間 洛陽、敦煌、ハルビン、フフホト �50

9 第18回近畿青年洋上大学担当県のため中止

10 第7回ひょうご県民交流の船第23回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間 洛陽、敦煌、ハルビン、フフホト �49

11 第8回ひょうご県民交流の船第24回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間

昆明、三峡クルーズ、黄山、厦門、フフ
ホト �55

12 第9回ひょうご県民交流の船第25回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間

北京、西安、ウルムチ、三峡クルーズ、
重慶、海南島 �50

13 第10回ひょうご県民交流の船第26回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間

香港、広州、西安、北京、ハノイ、ホー
チミン、上海 �49

14 第11回ひょうご県民交流の船第27回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間

沖縄、大連、北京、上海、ハルビン、大
足、曲阜 �53

15 SARSのため中止

16 第12回ひょうご県民交流の船第28回兵庫県青年洋上大学"
9月
10日間

天津、桂林、敦煌、大同、イルクーツク、
北京、上海 114

17 第13回ひょうご県民交流の船第29回兵庫県青年洋上大学
9月
10日間

西安、ウルムチ、トルファン、九寨溝、
桂林、ホーチミン、無錫 �96

（兵庫県青少年本部ホームページより作成）
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「
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
（
四
年
制
）」
を
開
設
し
、「
い
な
み
野
学
園
」
の
ほ
か
県
内
六
地

区
に
県
立
の
高
齢
者
大
学
が
設
立
さ
れ
、「
市
町
の
高
齢
者
大
学
を
修
了
す
れ
ば
次
は
県

立
で
」
と
い
う
学
び
の
流
れ
が
生
ま
れ
た
。

　
ま
た
、「
い
な
み
野
学
園
」
は
既
に
大
学
・
大
学
院
と
い
う
編
成
で
あ
っ
た
が
、
平
成

十
六
年
に
は
、
県
内
各
地
の
高
齢
者
学
習
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
る
と
と
も
に
地
域
高

齢
者
大
学
に
大
学
院
（
二
年
制
）
を
と
い
う
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
阪
神
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ

ジ
に
地
域
活
動
の
人
材
育
成
を
目
的
に
し
た
「
地
域
活
動
実
践
講
座
（
二
年
制
）」
を
併
設

し
た
。
そ
の
ほ
か
、
県
立
嬉
野
台
生
涯
教
育
セ
ン
タ
ー
の
「
う
れ
し
の
生
涯
大
学
」、
但

馬
文
教
府
「
み
て
や
ま
学
園
」、
淡
路
文
化
会
館
「
い
ざ
な
ぎ
学
園
」、
西
播
磨
文
化
会
館

「
西
播
磨
高
齢
者
文
化
大
学
講
座
」
そ
れ
ぞ
れ
に
大
学
院
（
二
年
制
）
を
開
設
し
、
県
立
の
高
齢
者
大
学
が
全
て
、
大
学
院
（
二

年
制
）
併
設
と
い
う
、
全
国
に
例
を
見
な
い
編
成
と
な
っ
た
。

五　

兵
庫
の
生
涯
学
習
─
震
災
復
興
の
歩
み

第
一
〇
回
全
国
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平
成
十
年
度
、
復
興
途
上
に
あ
っ
た
兵
庫
の
地
で
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
共
催
に
よ
る
生
涯
学
習

の
普
及
・
啓
発
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
第
一
〇
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
ま
な
び
ピ
ア
兵
庫
’98
」

が
開
催
さ
れ
た
。
神
戸
・
姫
路
・
尼
崎
・
明
石
・
西
宮
・
芦
屋
・
伊
丹
・
宝
塚
・
川
西
の
各
市
を
会
場
に
、
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
情
報
化
、
国
際
化
、
高
齢
化
な
ど
の
分
野
別
研
究
会
議
な
ど
主
催
二
七
九
事
業
、
協
賛
六
〇
六
事
業
を
開
催
し
、
全
国
か

写真 275　�阪神シニアカレッジ開学式（平成 9
年 5月）
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ら
約
九
七
万
人
の
参
加
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
の
方
向
性
を
示
す
と
と
も
に
、
力

強
い
震
災
復
興
へ
の
歩
み
を
広
く
全
国
に
発
信
し
た
。

新
美
術
館「
芸
術
の
館
」─
ネ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り
近
代
美
術
館
は
大
き
な
被
害

を
受
け
、
八
カ
月
に
及
ぶ
長
期
休
館
を
強
い
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、
八
月
中
旬
に
東
館
・
西
館
が
、
十
一
月
に
本
館
が
、
そ
れ
ぞ
れ
復
旧
工
事
を

終
了
し
、
開
館
し
た
。

　
一
方
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
の
「
文
化
の
復
興
」
と
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な

る
べ
く
、
神
戸
東
部
新
都
心
に
新
美
術
館
建
設
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
平
成
十
四
年
四

月
六
日
に
兵
庫
県
立
美
術
館
「
芸
術
の
館
」
が
開
館
し
た
（
兵
庫
県
立
美
術
館
に
つ
い
て
は
第

七
章
第
三
節
一
の
「
文
化
施
設
の
拠
点
づ
く
り
」
を
参
照
）。

　
ま
た
、
あ
わ
せ
て
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
一
環
と
し
て
、
同
年
「
兵
庫
を
舞
台
と
す
る
文
学
作
品
や
兵
庫
ゆ
か
り
の
作
家
の

作
品
、
業
績
そ
の
背
景
と
な
っ
た
自
然
、
文
化
、
歴
史
な
ど
を
多
角
的
に
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
と
し
て
「
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
兵
庫
文
学
館
」
が
開
設
さ
れ
た
。
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